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 先日、ひかりっこ全員で音楽に合わせてうどんの生

地を踏む「手打ちうどんディスコ♪」を楽しみました。さら

さらの小麦粉が、踏むたびに感触が変化し、踊りなが

ら生地になる過程に、子どもたちは大興奮。麺棒も上

手に使いこなし、ワクワクが止まりません。保育所畑の

野菜を揚げた天ぷらと合わせ「天ぷらうどん屋さん」を

開店。自分で作ったうどんを五感で味わい、「おかわ

り！」の声が響きました。食育活動を通して、食べ物に

興味を持ち「食べようとする意欲」を育み、みんなで喜

びを分かち合う時間は、優しい心と豊かな感性を育ん

でくれることでしょう。これからも、子どもたちの心と体

が躍る食育を大切にしていきたいです。 

食の土台を培う大切な乳幼児期。食を大切にすることで、豊かに生きていくことにつながります。だからこそ、 

保育所での食育をもっと楽しく、面白く！様々な体験を積み重ね、食べる喜びを育んでほしいと願っています。 

食べるをもっと楽しく、面白く！ 


